
総合政策指針

本市の行政活動の体系 行政経営の仕組み

総合政策指針の分野別指針⑽で掲げる「スマートでスリムな行政運営
の確立」を今後10年間で実現するため、様々な仕組みを連携させながら
行政経営を行っています。

分野別指針 ⑽スマートでスリムな行政運営の確立

「スマートでスリムな行政運営の確立」を実現するための具体的な戦
略として、行財政改革大綱を策定しています。また、大綱で定めた戦略
に基づき、具体的な取組をまとめた行財政改革推進計画を作成し、職員
一丸となって行財政改革を推進しています。

行財政改革大綱及び行財政改革推進計画

行財政改革大綱及び推進計画と連動して、個別の業務活動を今後どの
ように「スマートでスリム」にしていくのか、また業務活動がどのよう
に個別計画等の推進に貢献しているのか、という視点から事務事業評価
を実施しています。

事務事業評価

業務活動を「スマートでスリム」に遂行するため、日常業務の部分に
ついては、各職場の創意工夫により業務改善に取り組んでいます。
また、民間企業と連携した業務改善プロジェクトなどの先進的な取組

も推進しています。

業務改善

個別計画等
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所管する総合政策指針・個別計画・
業務活動の状況を踏まえて、単年度で
どのような取組を重点的に推進するか
をまとめた部の経営方針を毎年度作成
しています。

部の経営方針

大綱及び推進計画は、市長
を本部長とする「行財政改革
推進本部」及び市長の附属機
関である「行財政調査会」に
おいて進ちょく管理を行って
います。

チェック機能

行財政改革推進計画、事務事業評価、部の経営
方針は単年度ごとの実績を評価し、次の計画に反
映させるPDCAサイクルを常に回しています。
また、これらの仕組みは互いに連携し、それぞ

れが影響を与え合うことにより、市役所全体での
大きなPDCAサイクルを回しています。

評価結果を予算編成や
個別計画等の内容に反映


